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	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２９年度
	小・中・高・特
	２３０７


美術館活用講座（現代陶芸美術館）

～感性を働かせて，直感，体感，共感，実感，

鑑賞と作陶の楽しみを味わう一日～

１　ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　
美術館にある作家の作品を教材に，鑑賞活動の体験や演習等をすることで指導力の向上を図る。また，作陶体験を通して指導の構想をふくらませたり，美術館との連携についても学ぶ。
２　対象及び定員　
　美術館活用，鑑賞の指導に意欲・課題をもつ教員（講師を含む）。
（定員２０人）
３　期　日　　　１２月１日（金）
４　会　場　　　岐阜県現代陶芸美術館

　　　　　　　　　　　 多治見市東町４－２－５
　　　　　　　　連絡先電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課専門研修係）
                　
５　持ち物　　　筆記用具（鉛筆が必要です。展示室内のペンの使用は不可），ノート等
７　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	12/1
(金)

	９：３０

９：４０
	【オリエンテーション】
・講座のねらい及び日程説明，

講師紹介，自己紹介等
	教育研修課

図画工作美術

担当指導主事

	
	９：４０

１０：００
	【【講義】

・美術館の活用について

・現代陶芸美術館の概要説明
	現代陶芸美術館

教育普及係

課長補佐

	
	１０：００
１０：５０
	【講義・演習】

・対話型鑑賞法

（美術館の鑑賞カードの活用を通して）
	現代陶芸美術館

教育普及係
　　　課長補佐

教育研修課

図画工作美術
担当指導主事

	
	１１：００

１２：００
	【演習】

・対話型鑑賞法の体験

（展示作品の活用を通して）
	

	
	１３：００
１５：００
	【実技・演習】

・作陶館にて作陶の実技

　（ロクロ技法・タタラ技法のどちらかを事前に選択する。要回答）
	現代陶芸美術館

教育普及係

課長補佐

	
	１５：１０

１５：５０
	【講義】

・解説型鑑賞法（展示作品を通して）
	現代陶芸美術館

教育普及係

課長補佐

	
	１５：５０
１６：００
	【研修のまとめ】
・アンケートの実施等
	教育研修課

担当指導主事


７　事前の準備

　・作陶体験は，ロクロ技法・タタラ技法のどちらかを選択してください。内容は，セラミックパークMINO　作陶館のホームページ（http://www.cpm-gifu.jp/wp/?page_id=163）を御覧の上，下の講座担当者宛てに電子メールで，講座日の１か月前までに回答ください。回答の内容は「ロクロ技法希望」，又は「タタラ技法希望」所属及び氏名です。

　　　宛先　教育研修課　講座担当者　清水　也人　<shimizu-narito@pref.gifu.lg.jp>
８　その他

　・開館時間は１０時です。セラミックパークMINO内の美術館入口付近に講座担当者がおります。そこで受付を行い，研修会場に案内します。セラミックパークMINO，現代陶芸美術館へのアクセスについては，ホームページ等で御確認ください。

　・作陶実技に適した服装，タオルを準備ください。

　・作成した作品の焼成に別途費用（１０００円程度）が必要です。

焼成引き渡しは２か月後です。（焼成後に郵送の場合は別途送料が必要です。）

　・昼食（弁当）が必要な方は持参してください。

· 備　考
・欠席，遅刻，早退などの手続きは，教育センターＨＰ上の「研修講座に申し込む」→「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。
・この講座についての問い合わせや急な遅刻・欠席等の場合は，下記へ連絡してください。

電話　０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修係）

平成２８年度 受講者の声





実際に体験を通して、指導者側にも子ども側にも立って見たり、感じたりすることができました。


作陶では想像以上の作品をつくることができて、楽しさを実感することができました。


対話型鑑賞は、日々の活動に生かせることがわかりました。子どもたちのお互いの見方・感じ方を大切にしたり、そのことによって自己肯定感を高めたりしていきたい。











